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D－9   近郊建売庄能の住 まい方に ついて（をの2　 だ んらん室における接客行為）

o 忽 荼、 加岸べ（看爾七3 淳良緯劾) 坂 脊 梁多（逝我 た だ子征人）

岡　 皮 こ （んﾒこ）　　　　　 井上 祥了（遺影 心5一遷刈

目m　 を のI に述ぺた目的のう曳 本報でにμビんらん艶における珍 答行為の更糎 と分疸

架 告頌乱

方淑 子^  I のとK').
一結果　 卜 だんらん室の位置(3.8tJ 以上的宰備 考側 だがp.K, や他の初望 をだんらん会

に レこいうも のもあう.
2　 祀んらん託 乞だんらん行為のみに利用してレ盾 ぞの(514% レ於な＜、希 谷を漱可し

ているものかぶヽｸｶﾞ着みられ3.
J.　七んらん託はだんらんじとも に接髪φ）場 と可るのざよい乙レう もの於多いバ

人捉けにげごんらん乞c 名じ入 れても ぶい 匹 吻 も のユご含めるし'?割皿 ごんらん監での港

働ﾐ 満 を癩 剱移にうに几 め てﾚﾍる．

4     延 齢の内経ごい こ使われる卸鉦は異な公 挙のうちあ わ･ti‥私腹、翁・俯

畷 などの居は座米･  世間話、親戚･ 知よひど拓莱るづば打んらん竪 瓦使 うもの 訳多い．

タ 延 啓に際 レ 産教 づごんらん差 刺史い汗 了ろrr, (こ ―乙の茎準 択みられ る 具棒妁

に ふ錨珀 め胴鼠･ 無 し！ ・あ らrこ淮/）足 などである.

産車ン､あ うアうニで* 諸苓行鳶 の多＜)3-だんらん乾ご 行乙こわれてお 仏 侃んらん蔓ど至

象 乙川茫い川 寸にづ^ 回を 竿がみられるこ（ 樹 脂ねブ聯 治ろ覆捨貯ぞあることなどがわ

かろ． ふ仁禾砲豺ロ､ﾀﾞ､もあ るが、v/､ムガヽら堤蜘 了忽 とも想見し≒ だんらん竪の甫立ざのを

ヱ杞る．

D－10 近郊建急雌｡宅のをまい方 にフいて（ その３　現住宅への満足度 ）

○坂ボス子 ぐ鎧吏大夕 各奴尺:)    岡 俊江　 け し洲大つ

符こ洋子（嫡 雛す 写短刄）　 久例腿］串 戈（る 竣女 名一短文 ）

目的　 いわゆる郊外庭祠 一戸捷住宅に入居した人叉す)卜 彼鳶 の住宅を忿こに選定し応理

庄1は何気 ま荒その住宅TSよび住宅地についてど のぶうに感じ ているのかを苅足度を遠し

て明らかにレ。遮れと搬 に住 まいズとの関連 をどらえる考芦かり～俯ようとするものであ

乱
方拡 前 二級 に同じ 。

島果　i;  規在の汪宅に対しては字数戒 の／く,ぐが満足している慌 どち ○でもない人が

豹2,5 曹ﾘ,
    不病足な人も約2 割 が 九

満追度を通しての現住そに対てる評徊ほそれほ ど高

いとia.いえなレし
2 ）現任宅 に対して舶足｡している鳶にフい乙 丸　「 包ざ 擾境ユ'‘ 曰露翻午」をS

割前後のスぐがめげている眠　^ 医療胞設。購買施政などの周回の萱設び）を 備』について

爪 曰f'Jの人<Z グ不満なぎ,としている。
3)  現たの住宅を亘 んだ理白ば，キ数強の人 マが １’持象が`はしかフ几j からフでめ

宍 規住宅に河して満足乙感`じている人ぱ,ツま宅が気に入った 」 当腹愛夕 ぶ.い」 の理由でヽ

住宅を履入している人々に今ぐ 不病乙感じている人マμ 弓廊盾が手ごろである」7 建 児

東名への安 心感 」とレ口 径咤に対 する消極幻里由の人 に今く融られる 。
4)  征宅の箭取りの型 との関係では．k  一口i_型 ぶ:リロK －L.型の方に痴足層 が

やくみウル ま玖惑買に 建く或 き闇 の莉黙乙の糖係で爪 籤き咄 燎める方に満匙柵が邸く

みうれ乃傾向にめる 。




